
「重点目標に係る学校評価」（令和２年度末） R1

評点 評点 1年 2年 3年 評価 結果分析([･」で示す）と改善の方向(｢○｣で示す) 評価 コメント

教員
教育活動全体を通して、主体的に学ぼうとする意欲や粘り強く取り組む姿勢を育成する
ことができたか。

2.7 2.7

生徒 あなたは、学校生活を通して、自ら考え、自ら行動する意欲が高まりましたか。 2.8 2.8 2.9 2.8 2.8

保護者 お子さまは、学校生活を通して、自ら考え、自ら行動する意欲が高まりましたか。 3.0 2.9 2.7 2.9 3.0

教員 学習指導を充実させたか（授業の徹底・わかる授業・資格試験・授業時間の確保等） 3.2 3.3

生徒 あなたは、授業や学習を通して、以前よりも基礎学力がついた実感がありますか。 3.0 2.9 2.9 2.8 3.0

保護者 お子さまは、学習指導を通して、以前よりも基礎学力が高まりましたか。 2.9 2.8 2.7 2.6 3.1

教員
上級学校・企業・関係諸機関との連携を密にし、望ましい職業観・勤労観の育成に努め
たか。

3.3 3.2

生徒
あなたは、体験的活動（農業体験・職場体験・地域学習）や進路ガイダンスを、自分の
進路を考える際の参考にしていますか。

3.3 3.1 3.2 3.4 2.8

保護者 学校は、お子さまに進路についての適切できめ細かな指導を行っていますか。 3.0 3.2 3.0 3.1 3.3

教員 地域と結びついた学びを促進し、地域や社会に貢献しようとする意欲を育成できたか。 2.9 3.1

生徒
あなたは、地域活動や探究学習を通して、地域や社会に貢献しようとする意欲が高まり
ましたか。

2.6 2.8 2.8 2.8 2.8

保護者
お子さまは、地域活動や探究学習を通して、地域や社会に貢献しようとする意欲が高ま
りましたか。

2.8 2.9 2.8 2.8 3.1

教員
地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動を通して、生徒の自己肯
定感を高めることができたか。

2.9

生徒
あなたは、地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動に積極的に参
加していますか。

2.5 2.4 2.3 2.4 2.5

保護者
学校は、地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動を積極的に進め
ていますか。

3.4 3.2 3.1 3.1 3.4

教員
遅刻防止やあいさつ、言葉遣いの指導など、生徒の基本的生活習慣の確立のための有効
な指導ができたか。

3.1 2.8

生徒
あなたは、学校生活を通して、基本的な生活習慣（あいさつ、時間の厳守、言葉遣いな
ど）が身につきましたか。

2.9 2.9 2.6 2.8 3.1

保護者
お子さまは、学校生活を通して、基本的な生活習慣（あいさつ、時間の厳守、言葉遣い
など）が身につきましたか。

2.9 3.0 2.9 2.9 3.2

教員 教育活動全体を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に努めたか。 3.0 3.1

生徒
学校は、授業や学校行事・部活動を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に
努めていますか。

3.0 2.9 3.0 2.8 3.0

保護者
学校は、授業や学校行事・部活動を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に
努めていますか。

3.1 3.2 3.0 3.1 3.3

教員
教育活動全体を通して、生徒に「将来の夢や目標に向かって学び続ける力」を育成でき
たか。

2.8 2.8

生徒
あなたは、学校生活を通して、夢や目標に向かって自主的・継続的に学ぶようになりま
したか。

2.7 2.8 2.8 2.9 2.8

保護者
お子さまは、学校生活を通して、夢や目標に向かって自主的・継続的に学ぶようになり
ましたか。

2.9 2.8 2.6 2.7 2.9

教員
特別支援教育や教育相談の観点から、教科指導・生徒指導、個別の支援の充実を図るこ
とができたか。

3.3 3.5

生徒
あなたは、悩みがある時、教職員（担任をはじめとする教員・養護教諭・図書館司書な
ど）、スクールカウンセラー・教育相談員に相談ができていますか。

2.7 2.7 2.9 2.6 2.7

保護者
あなたは、お子さまの悩みや問題について、必要なときに教職員（スクールカウンセ
ラーや教育相談員を含む）に相談できていますか。

3.0 2.9 3.0 2.7 3.0

教員
教育活動全体を通して、生徒に「自他の人権を尊重しながら、思いやりのある人間関係
を築いていく力」を育成できたか。

3.1 2.6

生徒
あなたは、学校生活を通して、自他を大切にし、思いやりのある人間関係をつくる力が
高まりましたか。

2.9 3.0 3.1 2.9 3.0

保護者
お子さまは、学校生活を通して、自他を大切にし、思いやりのある人間関係をつくる力
が高まりましたか。

2.9 3.1 3.0 3.1 3.1

教員 施設・設備の充実と保全、校舎内外の適切な環境整備がなされたか。 3.1 3.3

生徒 学校は、生徒の環境安全に配慮し、施設・設備の点検や保全を行っていますか。 2.9 3.0 2.9 2.9 3.0

保護者 学校は、学ぶ環境に配慮し、施設・設備の点検や保全、美化活動を行っていますか。 3.2 3.1 3.1 3.2

Ｓ：
Ａ： 概ね達成できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・　評点：３．５未満～３．０以上
Ｂ： まだ達成できているとは言えない。・・・・・・・・　評点：３．０未満～２．５以上
Ｃ： 達成できていない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　評点：２．５未満～１．０                   ※評価（評点）は、教員･生徒・保護者の評点の平均値。　

　　０：わからない　は評点に算入せず　　

2.9
(B)

3.2
(A)

・概ね肯定的な評価をいただいた。今年度、警備員さんが校舎周辺の草刈りや木
の伐採などを精力的に行ってくださり、環境を良好に保つことができ感謝してい
る。新型コロナウイルス感染症対策については、生徒3.4、保護者3.3と高い評
価をいただいた。

〇来年度から本格的に校舎の長寿命化工事が始まるので、生徒の安全には最大限
の注意を払っていきたい。

Ａ

※アンケートは生徒６１名、保護者５１名、教職員１１名
※アンケートは、４:大いにそう思う　３：そう思う　２：あまり思わない　１：全く思わない　の４段階評価

Ｂ

2.8
(B)

・就職を目指す生徒への指導体制に比べ、進学（特に大学や短大）を目指す生徒
への体制が整備されていない。早い段階から希望を持つ生徒をピックアップし、
継続的に指導する体制の構築をしていく必要がある。

〇今年度から実施のキャリアパスポートを十分に活用し、目標に向かう自分の姿
を可視化しながら、必要な学力や社会力、資格の取得に向けて主体的に学ぶ手立
てを教えていきたい。

４
　
安
心
・
安
全
な
学
び
の
環
境
づ
く
り

 (1) 生徒理解と組織的な支援

 (2) 人権教育・道徳教育の推進

 (3) 教育環境・生活環境の整備

2.8
(B)

・生徒10名（16%）、保護者11名（22%）が「わからない」を選択してい
る。相談しにくいのか、必要としていないのか、相談申込みの方法（SC、教育
相談員）が周知できていないのか、回答の内容を精査していく必要がある。

〇困っているときに相談しやすい雰囲気や信頼関係づくりに今後とも力を入れた
い。また、特別支援教育や教育相談の観点からの、学習面・生活面の指導の充実
を一層進めていきたい。

３
　
自
己
管
理
・
自
己
肯
定
・
自
己
実
現

 (1) 「当たり前」の実践

 (2) 部活動や行事への参加

 (3) 体験学習、進路研究、面談

2.9
(B)

・３年生は、３年間の積み上げの結果とみている。１年生に「指導されている実
感がない」のは、指導を受けた経験（記憶）がないからかどうか分析の必要があ
る。

〇全体指導、個別指導、それぞれの良さを活かし、伝わる方法（ことば）でタイ
ミングよく、年間（機会）を通して伝えていく必要がある。あいさつがしっかり
とできる生徒を育てていきたい。

・生徒・保護者の評価は概ね良好であったが、教職員の評価は昨年に比べ大きく
落ち込んだ。生徒への指導計画が目に見える形で共有されていないことが一因だ
と考えている。

〇年度はじめに全教職員に年間指導計画を示すとともに、３年間で系統的に身に
つけてもらいたい力を明確にする。学校生活のあらゆる場面で、人権感覚を磨く
ための声がけや振り返りを行っていきたい。

3.0
(A)

・２年生においてやや低い評価であった。さまざまな活動の自粛や中止、年度は
じめのタイミングでの臨時休業など、影響は大きかったと考える。「入部するタ
イミング」「生活のリズム」という点で、難しい対応を迫られた１年であった。

〇関わる生徒とまったく関わらない生徒に、二分化されてしまった。次年度は、
「部活動紹介」の機会を年度はじめに設けるなど、部活動への積極的な参加を促
したい。

2.9
(B)

・地域社会と連携した体験活動や課題解決型の探究活動など活発に実施でき、生
徒・保護者・教職員いずれも昨年に比べ評価が高くなっている。しかし、地域や
社会への貢献意欲の醸成にまでは至らなかった。

〇振り返りを適切に行うことで成果を実感させ、将来のあるべき姿を考えさせた
い。「総合的な探究の時間」は、実施内容・体制が整備されたので、来年度以降
も継続していきたい。

2.8
(B)

・コロナ禍で、児童クラブボランティア、配食ボランティア、かけや祭りボラン
ティアなど、例年実施している活動ができないものが多かった。その中で、小学
校との交流活動や保育所での保育実習は行うことができた。

〇引き続きコロナの状況を関係者間で協議しながら、できる範囲での実施を目指
すとともに、今の状況でもできる新しい活動ややり方を考え、生徒の自己有用感
を高めていきたい。

Ａ

・得意分野や興味関心があることには生徒は自主的に学ぶと思う。「やりたいこ
とがあるからがんばろう」という気持ちが何より大事だということを生徒のこと
ばから感じた。

・生徒が先生方に頼りすぎている部分もあるのではないか。社会に出る生徒をど
う育てるかが第２ステージ。生徒をお客にせず、自立と自律を育てる教育を目指
すとよい。そのためにも、「自分でやるんだよ」という場面が必要。

・学年が進むにつれて、生徒も保護者も評価が高くなっており、３年間の学習指
導の成果だと思う。先生方が学習指導を充実させ、創意工夫をしながら授業を
行っていることが大切で、十分に達成されているのではないか。

・宿題が少なすぎる、多すぎるなど様々な生徒がいて難しいと思う。家庭学習の
やり方がわからない生徒もいる可能性があるので、教えてやることも必要では。

２
　
地
域
・
社
会
貢
献
意
欲
の
向
上

 (1) 掛高版キャリア教育の推進

 (2) 地域と結びついた学び

 (3) 異世代や他文化との交流

3.2
(A)

・体験的活動やガイダンスが将来の進路を考える上で、役立っていることが伺え
る。３年生のポイントが低く、２年生が高いが、２年生はインターンシップなど
進路に関わる行事が多いためと思われる。保護者の評価は学年による差はほぼな
く、総じて高かった。

〇今年度は中止となったが、全校で行う進路学習を実施し、どの学年も進路学習
の機会を確保したい。

Ａ

達成できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　評点：４．０　　～３．５以上           

・進路実績を見れば　学校のキャリア教育がうまく機能していることがわかる。
インターンシップに来てくれた生徒がいるが、学校からきめ細かい指導がなされ
ているのを感じた。

・すべての項目において、学年があがるにつれて評価が高くなっており、学校の
努力を感じる。

・新型コロナウイルス感染症の影響があった中で、先生・生徒ともによくがん
ばったと思う。アンケート結果が低いのは、生徒の自己肯定感の低さや生徒・保
護者お互いの自信のなさの表れではないか。

・今年度、地域と学校が一緒になってできることが少なかった。生徒にとって、
直接見たり聞いたりする経験は大きい。コロナ禍ではあるが、地域の中でも学校
に関われることを探していきたい。もっと地域の力を使ってほしいし、一緒に育
てていけたらいい。

・保護者としては、無事に３年間を終えてくれたことへの感謝しかない。親は毎
日会っているので気づかないが、久しぶりに子どもと会った人から「成長した
ね」と言われ、そうだったんだと実感した。

・基本的生活習慣の確立についての項目は、先生方の自己評価は低いが、１年生
から３年生へと学年が進むごとにだんだんとよくなっている。指導の成果だと思
う。

・あいさつは大きな声でできるが、人が見ていない部分ではどうか。町内の施設
を借りた後のスリッパの整頓などには課題がある。社会人になった姿を追ってい
けるといい。

・ＳＮＳが当たり前のように日常生活の中に入り込み、自己管理が難しくなって
いるのを感じる。ますます、小・中学校でどっぷり浸かった生徒が入学してくる
ことが考えられるので、小・中学校との連携が必要になってくる。

・スマートフォンを学びの道具として授業で使用してはどうか。遊びだけではな
く、学習にも使えるということをどこで学ぶのかを考えたとき、そういった方向
性もあるのではないか。生徒が一人１台のパソコンを持って入学してくる日も近
い。市内には、小・中学生がAIドリルやプログラミングなどを活用し効果が上
がっているところもある。

・アンケート結果を見ると、主語が「あなたは」「お子さまは」となっている質
問に対しては評価が低く、「学校は」となっている質問に対しては評価は高い。
学校に対する生徒・保護者の満足度の高さが伺える。

・人権教育を教育の一つの大きな柱として取り組んでいることが、まずすばらし
い。先生方の評価結果を見ると、まだまだすべきことがあるのではと感じる。

・人権教育に関する生徒・保護者の評価は高いが、先生方の目から見るとまだ不
十分なのか。一部の生徒が気になると、つい先生方はそれを受けて評価をしがち
だが、生徒が感じている評価結果が正しいのではと思う。

・学んだ成果を表面に出していく力はぼちぼち、指導は淡々と情熱を持って行え
ばいい。

・この学校だからこそできる人権教育がある。多様性やインクルーシブ教育な
ど、大いに学ぶことができる学校だと感じる。他者を認めること、いろいろな背
景の人たちと学んでいかなければならないことを、日々の学校生活の中で学び、
自分の立ち位置を確認したり、達成の喜びを感じたりしているように思う。

・卒業式で聞いた卒業生の答辞がすべて。信頼を持って学校で過ごしたことが伝
わってきた。

・コロナ禍での人権については、家庭でも話す機会があった。

島根県立三刀屋高等学校掛合分校

R2 アンケート結果 自己評価 学校関係者評価

１
　
基
礎
学
力
の
定
着

 (1) 身近な達成目標や節目の設定

 (2) 小さな達成の積み重ね

 (3) 新課程を見据えた研究

2.8
(B)

・学校行事（体育祭、文化祭など）、課題探究学習への取組では、生徒自らが考
え行動する姿を見ることができた。一方で、学習面においては計画を立てて実践
することや主体的に学ぶ意欲の育成に課題がある。

〇手をかける部分と自主性に任せる部分など、教職員の関わり方を考える必要が
ある。また、生徒が自分から学びたいと思う課題提示の仕方や工夫を考えていき
たい。

3.0
(A)

・生徒は勉強への苦手意識があり、学力に自信がない。特に１年生は入学直後に
新型コロナウイルス感染症に伴う休業があり、基本的生活習慣・学習習慣が身に
つきにくかった。３年生保護者は子どもの成長を実感している。

〇英単語テスト、漢字テストへの取組
〇基礎力テスト（進路部実施）の有効活用
〇宿題の量、定期試験への取組、家庭学習の啓発などの改善


